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複素関数 ezはすべての z ∈ Cについて解析的（analytic）であり、(ez)′ = ezで
ある。従って以下のマクローリン展開（Maclaurin series）を得る。
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∞∑
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n!

この等式に z = iyを代入すると以下の等式を得る。
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得られた 2つの級数は cos yと sin yのマクローリン展開である。

cos y =
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sin y =
∞∑
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よって以下の等式が得られる。

eiy = cos y + i sin y

これをオイラーの公式という。
補足 上記計算において以下の等式が成り立つことが使われている。
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一般に無限級数の値は足し算の順番が変わると変わる場合がある。しかし級数

∞∑
n=0

(iy)n

n!

は絶対収束し、その場合は級数の足し算の順番が変わっても級数の値は変わらな
い。従って上記のようにこの無限級数を 2つの無限級数の和に分解してよい。
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